
木島平米プロジェクトの概要
平成２４年の米 食味分析鑑定 ンク ル国際大会に向けた“米の里”の地位確立～平成２４年の米・食味分析鑑定コンクール国際大会に向けた“米の里”の地位確立～

＜前 提＞
◇平成２４年開催の「第１４回米 食味分析鑑定コンク ル国際大会 が◇平成２４年開催の「第１４回米・食味分析鑑定コンクール国際大会」が

木島平村で開催されることが決定
（平成２０年１２月、平成２０年の同コンクールでの成績を受けて）

※ 米・食味鑑定士協会（大阪府）が主催する米の全国・国際コンクール
長野県内では初開催

◇米は 本人 主食◇米は日本人の主食、
「稲作文化」は、自然と共生する日本の農村社会を支える土台

→コンクールの開催に向けて 米の品質向上 米を中心とした地産地消を推進→コンクールの開催に向けて、米の品質向上、米を中心とした地産地消を推進
県内・業界内に留まらず一層のブランド化、“米の里”の地位確立

「農村文明」の創生へ



＜プロジェクトの推進＞

① 木島平米の 層の品質向上

※平成２１年４月、関係機関等で構成する「木島平米プロジェクト会議」を
設立して、横断的に検討・推進

① 木島平米の一層の品質向上

・「精密農法」の推進 ： 赤外線カメラ・食味計等を活用した栽培・品質管理

・ 「おいしい米コンテスト」 の開催（村内で開催 平成２０年度より開催）・ 「おいしい米コンテスト」 の開催（村内で開催、平成２０年度より開催）

・「米・食味分析鑑定コンクール：国際大会」での上位入賞

⇒平成２１年の第１１回大会（福島県）では、⇒平成２１年の第１１回大会（福島県）では、
全国最多タイの５名が金賞・特別優秀賞を受賞（２年連続最多受賞）
（金賞１名・特別優秀賞４名）



② 木島平米プレミア商品づくりと販路拡大
・食味値・基準を満たした木島平米プレミア商品の造成
「厳選木島平米 『村長の太鼓判』」
（平成２１年産米から商品化、10月26日出発式）

国民所得世界一の国・ルクセンブルク大公国に贈呈（Ｈ21.11.26）

シュタインメッツ

在 大使に贈呈
アンリ大公に贈呈

長野県村井知事に贈呈
（Ｈ21.10.28）

在日大使に贈呈
（在日大使館）

ギョーム皇太子に謁見
（ルクセンブルク大公宮殿）

・平成の名水百選「龍興寺清水」ミネラルウォーター
と「村長の太鼓判」のセット販売村長 太鼓判」 ッ 販売



③ 木島平米を中心とした地産地消の推進
～秋の観光キャンペーン「北信州木島平ででかい秋見つけた」でキックオフ～

・「木島平米と地元食材でもてなす宿・店」登録制度
（平成２１年１０月、３４施設でスタート）

⇒木島平米・木島平米と合う地元食材・郷土料理の提供促進⇒木島平米・木島平米と合う地元食材・郷土料理の提供促進
・木島平米を中心とした地産地消に取り組む宿泊施設・飲食店の宣言

（宣言の内容）
１ 木島平米を１００％使用しています
２ 野菜やきのこ類など、他の食材も努めて木島平産を使用しています
３ 地元食材の持ち味を生かして、お客様の満足度向上に努めています

一元的にＰＲ・登録施設の「食」の創意工夫の取組を後押し

協議会で登録し登録証・看板交付

元的 登録施設 食」 創意 夫 取組を後押し

・食の講習会「木島平産食材フランス料理サロン」
の開催（平成２１年９月、登録制度スタートに向けて）
～木島平産食材を使用する東京のフレンチレストラン
「パリの朝市」大貫オーナーシェフを現地に招き開催～

・米粉製品の普及拡大米粉製品の普及拡大
・学校給食での米・米粉パンの提供拡大（米飯週３回、米粉パン週１回）
・米粉製品の開発・普及（米粉ピザ、米粉ラーメン、米粉クッキーetc））


